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気候、エネルギー、そして真実の生態系

気候とエネルギー談論に関わる応用的Harmonism—その本質的な生態系的次元、制御媒介としての捕捉、そして調和的代案。World/Blueprint/Architecture of Harmonyの一部。参照：Wheel of Harmony/nature/ecology/Ecology and Resilience、World/Diagnosis/The Epistemological Crisis、World/Blueprint/Governance、World/Blueprint/Architecture of Harmony。




同時に保つべき二つの真実

気候とエネルギー談論は、現代情報戦争において最も重く操作されている領域の一つである。これを理解するには、同時に二つの真実を保つ必要がある—管理された知覚装置は具体的にこの能力を阻止するように設計されている。その全体的建築は、あらゆる立場を二元論に強制する：あなたは「科学を支持する」か「否定論者」のいずれかである。

第一の真実：人間と自然との関係は構造的に混乱している。自然界を採取可能な不活性物質として扱う文明—産業近代性の暗黙の存在論—は、それが接するあらゆる生態系を劣化させる。これは仮説ではない。物理的-機械的次元を超えた自然のいかなる側面も否定する形而上学の下で実行された三世紀の産業活動の観察可能な結果である。表土枯渇、海の酸性化、淡水汚染、生物多様性の崩壊、地球上のあらゆる生物学的システムへのマイクロプラスチック飽和—これらは実在し、測定可能であり、そして重要である。それらはコンピュータモデルや機関認定を必要としない。機能する感覚と土地へのアクセスを持つ誰でも軌跡を観察できる。

第二の真実：主流の気候物語は中央集権的制御の媒介としてキャプチャされている。World/Diagnosis/The Epistemological Crisisで文書化された同じエリート影響力構造—西洋生活のあらゆる領域全体における知覚を形成する財政的、制度的、メディア的権力の集中—は正当な生態学的関心を攫取し、それを兵器化している。炭素税、エネルギー配給、移動制限、説明責任のない超国家的機構によって決定された産業政策、企業食糧システムを優先する小規模農業の体系的排除、中央統制グリッドへの依存を増加させる技術（電気自動車、ヒートポンプ、スマートメーター）の強制的採用—これらは生態学的解決策ではない。これらは生態学的言語で装われた制御機構である。

いずれかの真実を拒否することは歪んだ立場をもたらす。物語が操作されているという理由で生態系劣化を否定する人は、製造されたフレーミングとともに正当な関心を捨ててしまった。正当な生態学的問題を知覚しているという理由で完全な主流気候パッケージを受け入れる人は、正当な科学とともに制御装置を飲み込んでしまった。Harmonismは二元論を拒否する。両方の真実が作動している。両方が名付けられなければならない。



存在論的根拠

生態系危機は、その根底において、政策の失敗でもなく、技術の失敗でもない。これは形而上学的失敗—科学革命以来西洋文明を統治してきた存在論の結果である。

Philosophy/Doctrine/Harmonic Realismは、現実が本質的に調和的である—Logos、創造の統治的組織化原理で満たされている—そして既約的に多次元的であり、あらゆるスケール：宇宙内の物質とエネルギー、人間的存在における物理的身体と微妙な身体で二元的パターンに従うと主張している。自然界は不活性物質が機械的力によって配置されたものではない。それはこの同じ調和構造に参加している—人間の微妙な身体を構成する同じ生きた力によって活性化された。森は生物学的機械の集合ではない。それは自身の重要な次元を持つ生きたシステムである—自身のQi、自身のエネルギー的一貫性、根系、菌根ネットワーク、水循環、微生物コミュニティ、大気交換間の理解不可能に複雑なウェブを通じて表現される自身の知性。

Wheel of Harmony/nature/Wheel of Natureは畏敬の念を中心とする—資源管理ではなく、持続可能性指標ではなく、自然界の生きた現実の存在論的認識。これは感情ではない。これは実践的結果を持つ形而上学的主張である。畏敬の念から自然に関わる文明は、その行動を抑制するために炭素規制を必要としない。その行動はすでに自然界が聖なるものである—現代環境主義の拡散した、気分良い意味ではなく、Logosに参加すること、その秩序が人間の生活を秩序付ける同じ宇宙的調和の表現であること、そしてそれを劣化させることは人間的存在が組み込まれている現実の構造を劣化させることであるという認識—という認識によってすでに制約されている。

あらゆる深刻な生態学的伝統はこれを理解していた。パチャママ—生きた大地—へのアンデスの関わりは民間信仰ではない。これは応用的存在論である：大地は人間的存在がAyni—聖なる相互性を負うべき生きたシステムであるという認識。中国の伝統による風水—土地のQiの流れの読み—を通じての景観の理解は迷信ではない。これは生きた環境内に人間的居住を組織することに対する重要-エネルギー的知覚の応用である。植民地化を生き残り、今や学術的注目を「伝統的生態学的知識」として引き付けるインディジェナスの土地管理慣行は、現代環境科学の原始的先行者ではない。これらはより豊かな存在論の応用である—物質主義的枠組みがアクセスできない自然界の次元を知覚するもの。

生態系危機は、既存の存在論内に適用されたより良い技術によって解決されないだろう。それは存在論の変化によって解決されるだろう—自然界は生きており、知的であり、聖なるものであり、相互性を負うべきであるという文明的認識。あらゆる実践的なものはこの認識から続く：どのように私たちが農業を行うか、どのように私たちが建設するか、どのように私たちがエネルギーを生成するか、どのように私たちが土地、水、土壌、そして私たちが地球を共有する生きたコミュニティと関わるか。



キャプチャされた物語

存在論的根拠を確立すれば、キャプチャを正確に名付けることができる。

主流の気候物語—IPCC、主流メディア、政府政策、および制度化された科学を通じて普及されたもの—は正当なコア（人間の産業活動は大気組成と気候システムに測定可能な影響を持つ）に包まれた操作の層を備えている。それは生態系的健全性と完全に無関係な利益に機能する。このキャプチャのスケールを理解することは、科学的異議の抑圧と、その傘下で構築されている政策建築の両方を調査することを必要とする。

操作はいくつかのメカニズムを通じて作動する。

問題の独占化。 物語は生態系危機を単一変数に還元する：大気中の二酸化炭素。これはあらゆる生態学的関心を炭素数として表現可能にし、それが規制可能、課税可能、そして取引可能にする効果を持つ。実際には複雑で、多次元的な生態系危機—表土喪失、淡水汚染、生物多様性崩壊、内分泌かく乱、マイクロプラスチック飽和—は炭素指標の背後に消える。これらの問題はより困難に金銭化され、より困難に中央集権化され、そしてより困難に制度的制御のテコとして使用される。したがって、中央集権化された解決策を認める唯一の問題を優先して周辺化される：炭素規制。

科学的合意自体は、制度化された物語が公衆に知覚することを許可するよりもはるかに定住している。ノーベル賞受賞者ジョン・クラウザーを含む1,600以上の科学者と専門家によって署名された世界気候宣言は率直に述べている：「気候緊急事態はない。」宣言は気候が変化することを否定しない—気候は常に変化してきた—しかし、大惨事的なモデリング、自然変動データの抑圧、そして気候科学の政治的手段化に異議を唱える。数十ヶ国にわたる資格のある科学者によって署名されたそのような宣言が実質的にゼロの主流報道を受け取ることは、それ自体が診断的である。「科学的合意」レトリックの機能は、科学的意見の実際の状態を説明することではなく、World/Diagnosis/The Epistemological Crisisで文書化された同じ認識論的閉鎖メカニズム—調査を妨害することである。

解決策の中央集権化。 問題が大気的炭素であれば、解決策は炭素規制である—そして炭素規制は中央集権化された監視、中央集権化された課税、中央集権化された排出許可配分、中央集権化された産業政策を必要とする。提案されたあらゆる解決策は権力を上方に移動させる：個人から国家へ、地方から超国家へ、コミュニティから行政装置へ。キャップ・アンド・トレードシステム、炭素クレジット、排出監視インフラストラクチャ—すべてが大規模な制度的中介を必要とする。土地と調和して食物を育てるsmall farmerはこの枠組みに見えない。パーマカルチャーの実践者は、劣化した土壌を回復させ、エーカー当たりの炭素をより多く隔離する—しかし隔離は炭素取引システムに登録されない。なぜなら、それが制度的チャネルを通じて流れないからである。

物語の下の政策建築。 気候キャプチャを他の物語管理領域から区別するものは、その傘下で組み立てられている制御インフラストラクチャのスケールである。「気候緊急事態」フレーミング—科学的記述ではなく、政治的緊急性の用語—は、主権的生活のほぼすべての次元に触れる制限の包括的建築を正当化するとして機能する。パターンは一貫している：正当な生態学的関心が特定され、その後、懸念に対処するのは付随的に関心に対処する政策提案が進められ、制度的制御が人口を超えて集中される。

メカニズムは特定かつ相互接続している。プログラム可能なデジタル通貨—「効率的」で「緑色」として推進される—当局が炭素スコア、有効期限、または地理的半径によって購入を制限することを可能にする。「15分都市」計画枠組み—都市設計革新として提示される—指定されたゾーンを超えた車両移動を制限するための執行規定を含む。排出目標によって正当化される農業政策は、小規模および家族農業を体系的に排除する—オランダの強制的窒素削減、スリランカの壊滅的な有機のみの義務、および動物飼育を研究室で製造された代替品に置き換えるためのより広範な推進はすべて、同じ構造論理に従う：主権的生産者を中央集権化されたサプライチェーンに置き換える。「惑星的健康」として枠組みされた食事命令は、合成食品生産から利益を得る立場にある同じ企業の利益と収束する。パンデックロックダウン中にテストされた旅行制限は、市民当たり永続的な「炭素予算」として提案されている。言語は異なる；構造的方向は不変である—主権から依存へ、地方的制御から中央集権化された行政へ、代理人としての人間的存在から管理された単位としての人間的存在へ。

「気候ロックダウン」が陰謀的辺境から主流の政策討論に移動した速度—2019年に文字通り考えられず、2021年までに正規化された概念—緊急事態フレーミングが受け入れられた時、オーバートン窓がどのほど急速にシフトするかを明らかにする。それぞれの緊急事態は次のための先例を拡張する。ここでの構造的分析は陰謀的ではなく、建築的である：これらの政策は国連、WEF、および政府白書で公開されている。キャプチャは隠されていない。それは単に慈悲深いものとして提示されている。

異議の抑圧。 二元的フレーミング—「科学を信じろ」または否定論者とラベル付けされろ—Harmonismが実行する正確な分析を妨害する。「生態系劣化は現実であるが、主流の気候物語はキャプチャされている」と言う人は、二元論に配置できない。それゆえ、デフォルトで「否定論者」カテゴリに強制される。なぜなら、フレーミングは生態学的関心を肯定しながら、その周囲に構築された制度的装置を拒否する立場を許可しないからである。この誤置の社会的コストは意図的に高い—職業的追放、資金撤回、プラットフォーム削除—これはこのバイナリが、それを個人的に知覚している者の間でも保持されることを保証する。

技術的ロック・イン。 政府と超国家機構によって推進されている「緑の移行」は、中央インフラストラクチャへの依存を増加させる技術への投資をチャネル化する。電気自動車は、ユーティリティ企業によって制御されるチャージングネットワークを必要とする。ヒートポンプは、その価格と可用性が規制機関によって設定されたグリッド電気を必要とする。スマートメーターは、家庭用エネルギー消費の実時間監視と遠隔制御を可能にする。太陽光パネル—バッテリー貯蔵と地方的なインバーターと組み合わされた時、家庭の主権のために真に有用である—は、エネルギーを同じ中央インフラストラクチャを通じてルーティングするグリッド接続構成で最も多くの場合に展開される。家庭はユーティリティの条件の下での製造者-消費者である。パターンはTechnology and Toolsがあらゆる領域で文書化するものを複製する：所有権が依存へ変換され、主権が加入へ変換される。

気象修正を確認されていない変数として。 主流の気候談論からほぼ完全に欠落している次元は、運用可能な気象修正技術の存在である。クラウドシーディングは1940年代から政府によって実行されている；UAEの国家的雨強化プログラム、中国のWeather Modification Program（世界最大、数万人の職員を雇用する）、そして大気研究の米国軍の長い歴史は分類秘密ではない—これらは公開されている文書化されたプログラムである。主流の物語が質問することを余裕がない質問は率直である：政府が気象パターンを地域的スケールで修正する技術を所有し、積極的に展開しているとすれば、気象の観察可能な変化がどの程度「気候変動」に帰属されているのか、実際には意図的介入の下流効果であるのか？これは、すべての気候変動が人工的であるという主張ではない。これは、存在し、運用中であることが知られている変数が、上記の政策建築を正当化するために使用されたモデルから体系的に除外されているという観察である。除外は偶然ではない。物語を複雑にする変数は、それが構築されている政策装置を脅かす変数である。

因果関係からの気晴らし。 物語は消費者行動に注意を向ける（より少なく運転する、より少ない肉を食べる、より少なく飛ぶ、あなたの炭素足跡を減らす—BPの広告代理店によって発明された用語）、一方、生態学的損害の圧倒的多数を生成する産業および軍事源は、有意義な制約なしに継続する。個人は、構造的に同じアクターによって製造された問題に対して責任があると感じさせられる。同じアクターが個人的責任を促促するキャンペーンに資金を供給する。「個人的炭素足跡」レトリックの機能は、罪悪感を下方に再分配しながら、制度的生態学的劣化の源から責任を保護することである。



調和的道

Harmonismが想像する生態学的道は、主流の物語ではなく、その存在論から続く。それは炭素指標で始まらない。それはWheel of Harmony/nature/Wheel of Natureの中央柱としての畏敬の念で始まり、生きた地球との人類の関係の七つの周辺柱を通じて外側に構築される。

グローバルな規制よりも地方的な管理。 World/Blueprint/Architecture of Harmonyは、その独自のダルマ的論理に従って操作される、11の制度的柱の一つとして生態系を配置する。生態学的健全性は、モデルに基づいて目標を設定する遠い規制機関ではなく、土地、水、土壌、および生態系との地方的関わりを通じて達成される。彼らの土壌を知っている農民、彼らの分水嶺を管理するコミュニティ、彼らの森を維持する生物地域—これらは生態学的健全性の代理人である。中央集権化された規制は、最良の場合、不器用な道具である；最悪の場合、キャプチャ機構である。補完性は、統治と同じくらい強力に生態学に適用される：土地に最も近い人々は、それを管理するのに最も適切に配置される。

パーマカルチャーと再生農業。 Wheel of Harmony/nature/Wheel of Natureの最初の柱—パーマカルチャー、庭、樹木—実践的基礎を名付ける。パーマカルチャーは代替農業技術ではない。これは応用的存在論である：生態系自体が回復力と生産性を維持するために使用するパターンに基づいてモデル化された、生きたシステムと調和して人間的居住を設計することである。再生農業—表土を構築し、炭素を隔離し、生物多様性を回復し、石油化学的入力なく栄養密度の高い食品を生産する—は、主流の物語によって最も抑圧されている生態学的実践である。なぜなら、それが地方コミュニティに生産能力を分配し、産業食糧システムへの依存を減少させるからである。

エネルギー主権。 あなたの屋根の太陽光パネル、バッテリー貯蔵と地方的なインバーターと組み合わされた—グリッド接続されず、ユーティリティによって計量されない—は本当のエネルギー主権を構成する。小規模の風力。地理が許す場所でのマイクロ水力。The New Acreからの原則：エネルギー生産の手段を所有しろ、さもなくば手段があなたを所有するだろう。制度的アクターによって推進される「緑の移行」は、化石燃料依存を、グリッド電気依存に置き換える—これは主権への移行ではなく、あるキャプチャ形式から別の形式への移行である。

インディジェナスと伝統的生態学的知識。 アンデス、中国、インドの地図製作は、産業生態学に先行する千年前の人間-自然関係の洗練された理解を含んでいる。これらは環境政策文書の周辺に引用される「代替的視点」ではない。これらは正しい存在論の応用である—自然を生きており、知的で、そして聖なるものとして知覚するもの—そして、土地管理、水管理、季節的リズム、および生態系関係に関する実践的ガイダンスは、超国家機構によって製造されたいかなる政策文書よりも、本当の生態学的健全性とより整列している。

炭素より水。 大気的CO₂への固執は、おそらくより重要な生態学的変数をぼかしている：水循環。森林破壊、湿地排水、土壌圧密、および川の水路化は、地域的水循環を、大気的組成変化よりも気候、農業、および生態系機能に遠くより直接的に影響を与えるスケールで混乱させている。水循環を回復させること—森林再生、湿地回復、土壌再生、および産業規模の水抽出の停止を通じて—は、利用可能な単一の最も影響力のある生態学的介入であるかもしれない。それは主流の物語からほぼ完全に欠落している。なぜなら、それは炭素市場を通じて規制できないからである。



危機の収束

気候談論は孤立した領域ではない。それはWorld/Diagnosis/The Epistemological Crisisで文書化されたより大きな情報戦争の一つのノードである。健康、教育、経済、および文化における知覚を管理する同じエリート権力集中は、生態学における知覚を管理する—正当な関心を中央集権的制御への てことして使用し、社会的圧力および制度的門番を通じた異議の抑圧、および主権よりも依存を増加させる技術および政策へのソリューションのチャネリング。

この収束を見ることはニヒリズムではない。これは構造分析である—Harmonismがあらゆる領域に適用する同じ診断レンズ。パターンは一貫している：現実の問題を特定し、それの周囲の物語をキャプチャし、権力を集中させるソリューションを提案し、集中に異議を唱える誰でも病的にラベル付けする。気候は一つのインスタンス。健康は別のものである。教育は別のものである。認識論的危機はそれらすべての根底にある—なぜなら、真実を認定する装置がキャプチャされたとき、知識のあらゆる領域は同じダイナミクスのための潜在的なベクトルになるからである。

解決策は、あらゆる領域と同様に、主権である。認識的主権—制度的認定に控除なしに、生態学的主張を彼らの独自の長所に対して評価する能力。物質的主権—自身の土地を管理し、自身の食物を生産し、自身のエネルギーを生成する能力。政治的主権—超国家的規制機構への控除なしに、地方的に自身の生物地域の生態学的関係を統治する能力。そして存在論的主権—自然をそれが：生きており、聖なるものであり、畏敬の念とAyniが負われるべき、そして管理ではなく関係を必要とするものと見ることの能力。

地球は、テクノクラットによって管理される世界的炭素予算を必要としない。それは、その生きた現実を知覚し、それに応じて関わる主権的人間的存在のコミュニティが必要である—地面から上へ、土地に根付き、産業機械がその仕事を開始する前に何千年間それと調和して生きた伝統の蓄積された生態学的知恵によって導かれた。



参照：Wheel of Harmony/nature/ecology/Ecology and Resilience、Wheel of Harmony/nature/Wheel of Nature、World/Diagnosis/The Epistemological Crisis、The New Acre、Technology and Tools、World/Blueprint/Governance、World/Blueprint/Architecture of Harmony、The Globalist Elite、The Financial Architecture、The Global Economic Order、Ayni、Dharma、Logos、Applied Harmonism status: current lang: ja domain: architecture content_layer: applied doctrinal_status: clear breadth: full depth: developed tags: [“harmonism”, “architecture-of-harmony”, “ecology”, “climate”, “energy”, “nature”, “sovereignty”, “dharma”, “logos”, “epistemology”, “information-war”, “media”, “permaculture”] —





気候、エネルギー、そして真実のエコロジー

気候およびエネルギーの議論に携わる応用調和主義 — その本来の生態的次元、制御ベクトルとしての捕捉、そして調和の建築的な代替案。調和の建築の一部。参照：生態系と回復力、認識論的危機、ガバナンス、調和の建築。




同時に保持される二つの真実

気候およびエネルギーの議論は、現代の情報戦における最も操作が多い領域の一つである。これを理解するには、二つの真実を同時に保持する必要がある――すなわち、管理された知覚装置が意図的に防止しようとしている能力である。なぜなら、その全体的な建築は、すべての立場を二項対立に強制することに依存しているからだ。すなわち、あなたは「科学に従う者」か「否定論者」かのいずれかであるとみなされるのだ。

第一の真実：人間と自然の関係は構造的に乱れている。自然世界を不活性な物質として扱い、採取の対象として見なす文明――近代産業主義の暗黙の本体論――は、その影響を及ぼすあらゆるエコシステムを劣化させるであろう。これは仮説ではない。これは、物理的機械的次元を超えて自然に何の側面も否定した形而上学の下で実施された三世紀の産業活動の観察可能な帰結である。表土枯渇、海洋酸性化、淡水汚染、生物多様性の崩壊、地球上のあらゆる生物システムへのマイクロプラスチック飽和――これらは実在し、測定可能であり、結果をもたらす。それらはコンピュータモデルや制度的承認を必要としない。機能する感覚とさらに土地へのアクセスを持つ者であれば誰もが軌跡を観察できる。

第二の真実：主流の気候物語は集中化された支配のベクトルとして捕捉されている。認識論的危機に記録されている同じエリート影響力構造――西側生活のあらゆる領域全体の知覚を形成する金銭的、制度的、メディア的権力の集中――は正当な生態学的懸念を奪取し、それを武器化した。炭素税、エネルギー配給、移動制限、説明責任のない超国家機関によって指示された産業政策、小規模農業の系統的廃止および企業食品システムへの有利、強制される技術導入（電気自動車、ヒートポンプ、スマートメーター）は中央集権化された電力網への依存を増加させる――これらは生態学的解決策ではない。これらは生態学的言語で装われた支配メカニズムである。

どちらかの真実を拒否することは歪んだ立場をもたらす。生態学的劣化を否定する者は、その物語が操作されているために、本来の懸念を製造されたフレーミングとともに投げ出してしまった。主流の気候パッケージ全体を受け入れる者は、本来の生態学的問題を認識しているため、支配装置を本来の科学とともに飲み込んでしまった。調和主義は二項対立を拒否する。両方の真実が機能している。両方が名前を付けられなければならない。



本体論的根源

生態学的危機は、その根源において、政策の失敗や技術の失敗ではない。これは形而上学的失敗である――科学革命以来、西側文明を統制してきた本体論の帰結である。

調和実在論は、現実は本来的に調和しており、Logos（創造の統治的組織原理）によって浸透しており、あらゆるスケールで二項パターンに従う、本質的に不可約な多次元性を持つと主張する：宇宙内の物質とエネルギー、人間存在内の物理的身体とエネルギー体。自然世界は、機械的力によって配置された不活性な物質ではない。それはこの同じ調和構造に参加する――人間エネルギー体を構成する同じ生きたエネルギーに刺激を与えられる。森は生物学的機械の集まりではない。それはそれ自身の生命的次元を持つ生きたシステムである――それ自身の[気|気]、それ自身のエネルギー的一貫性、根系、菌根ネットワーク、水循環、微生物コミュニティ、および大気交換との間の理解を超えて複雑な関係のウェブを通して表現する、それ自身の知能。

自然の輪は畏敬を中心とする――資源管理ではなく、持続可能性メトリクスではなく、自然世界の生きた現実の本体論的認識。これは感情ではない。実践的な帰結を持つ形而上学的主張である。畏敬から自然に関する文明は、その行動を抑制するために炭素規制を必要としない。その行動は既に、自然世界が神聖であるという認識によって制約されている――現代の環境主義の拡散的で気持ちの良い意味ではなく、それがLogosに参加すること、その秩序が人間生活を秩序づける同じ宇宙的調和の表現であること、そしてそれを劣化させることは、人間存在が埋め込まれている現実の布地を劣化させることである、という正確な意味において。

すべての深刻な生態学的伝統はこれを理解していた。[パチャママ|パチャママ]――生きた地球――に対するアンデス的関係は民族信仰ではない。それは応用本体論である：地球が生きたシステムであり、人間存在がAyni――神聖な相互性――を負うという認識。中国の伝統における[風水|風水]を通した景観の理解――大地における気の流れの読み取り――は迷信ではない。それは生きた地球環境内での人間住居の組織化に対する生命的エネルギー知覚の応用である。植民地化を生き残り、現在、学術的な関心を「伝統的生態学的知識」として引き付ける先住民地域管理の実践は、近代環境科学への原始的前身ではない。それらはより豊かな本体論の応用である――唯物論的枠組みがアクセスできない自然世界の側面を知覚する。

生態学的危機は、既存の本体論内で応用されたより良い技術によっては解決されない。それは本体論の変化――自然世界が生きており、知的であり、神聖であり、相互性に値する、という文明的認識によって解決されるであろう。すべての実践的なことはこの認識から続く：我々がどのように農業を行うか、どのように構築するか、どのようにエネルギーを生成するか、どのように大地、水、土壌、そして我々が地球を共有する生きたコミュニティに関するか。



捕捉された物語

本体論的根拠が確立された状態で、捕捉は正確に名前を付けることができる。

主流の気候物語――IPCC、主流メディア、政府政策、および制度的科学を通して普及させられるもの――は本来的な核（人間の産業活動は大気組成および気候システムに測定可能な影響を持つ）に包まれた操作層で構成されており、それは生態学的健康とは全く無関係な利益に奉仕する。この捕捉の規模を理解するには、科学的異議の抑制と、その掩護下で構築されている政策建築の両方を調査する必要がある。

操作はいくつかのメカニズムを通して機能する。

問題の独占。 この物語は、生態学的危機を単一の変数に縮小する：大気二酸化炭素。これは、すべての生態学的懸念を炭素数として表現可能にする効果を持つ。これはそれを規制可能、課税可能、および取引可能にする。実際に複雑で多次元の生態学的危機――表土喪失、淡水汚染、生物多様性の崩壊、内分泌撹乱、マイクロプラスチック飽和――は炭素メトリックの後ろに消える。これらの問題は現金化がより困難であり、集中化がより困難であり、制度的支配のための梃子として使用することがより困難である。したがって、中央集権化された解決策を認める唯一の問題である炭素規制を優先して周辺化される。

科学的合意自体は、制度的物語が公衆に知覚することを許可するよりもはるかに定着していない。世界気候宣言は、ジョン・クラウザーノーベル賞受賞者を含む1,600人以上の科学者および専門家によって署名され、率直に述べている：「気候に関する緊急事態はない。」この宣言は気候が変化することを否定しない――気候は常に変化してきた――しかし、気象学的モデル化、自然変動性データの抑制、および気候科学の政治的道具化に異議を唱える。そのような宣言が、数十カ国の資格を有する科学者によって署名されており、ほぼゼロの主流報道を受けることは、それ自体が診断的である。「科学的合意」修辞学の機能は、科学的意見の実際の状態を説明することではなく、認識論的危機に記録されている同じ認識論的閉鎖メカニズム――探究を予測することである。

解決策の集中化。 問題が大気炭素である場合、解決策は炭素規制である――そして炭素規制は中央集権化された監視、中央集権化された課税、中央集権化された排出量許可配分、中央集権化された産業政策を必要とする。すべての提案された解決策は権力を上向きに移動する：個人から国家へ、地域から超国家へ、コミュニティから行政装置へ。キャップ・アンド・トレード・システム、炭素クレジット、排出量監視インフラ――すべて規模での制度的中介を必要とする。小規模農家が大地と調和して食料を栽培している者は、このフレームワークに見えない。パーマカルチャーの実践者は、劣化した土壌を復元し、単位面積あたりでは産業農場よりも多くの炭素を隔離する――しかし、隔離は制度的チャネルを通して流れないため、炭素取引システムに登録されない。

物語の下の政策建築。 気候捕捉を他の物語管理領域と区別するものは、その掩護下で組織されている制御インフラの規模である。「気候緊急事態」フレーミング――科学的説明ではなく政治的緊急性の用語――は、主権的生活のほぼあらゆる次元に触れるという制限の包括的な建築の正当化として機能する。パターンは一貫している：本来の生態学的懸念が特定され、その後、懸念にのみ付随的に対処しながら集団に対する制度的支配を集中化する政策提案が進められる。

メカニズムは具体的かつ相互に関連している。プログラム可能なデジタル通貨――「効率的」で「環緑」として宣伝される――は、当局が炭素スコア、有効期限、または地理的半径によって購入を制限することを可能にする。「15分都市」計画枠組み、都市設計イノベーションとして提示される、指定されたゾーン外の車両移動を制限するための強制規定を含む。排出量目標によって正当化された農業政策は、小規模および家族農業を系統的に廃止する――オランダの強制された窒素削減、スリランカの壊滅的な有機農業のみの義務、および実験室生産された代替物による畜産業の置き換えへの広い推進はすべて同じ構造論理に従う：中央集権化された供給チェーンを支配する。「惑星的健康」として枠組みされた食事上の義務は、合成食品生産から利益を得るために配置されている同じ企業の利益と収束する。パンデミック・ロックダウン中に試験された旅行制限は、永続的な「市民あたりの炭素予算」として提案されている。言語は変化する；構造的な方向は不変である――主権から依存性へ、地域統制から中央集権化された管理へ、エージェントとしての人間存在から管理ユニットとしての人間存在へ。

「気候ロックダウン」が陰謀論的な周辺から主流の政策議論へと移動した速度――2019年に文字通り考えられず、2021年までに正常化された概念――は、緊急事態フレーミングが受け入れられた場合、オバートン・ウィンドウがどれほど急速に変化するかを明らかにする。各緊急事態は次のための前例を拡大する。ここでの構造的分析は陰謀論的ではなく建築的である：これらの政策は国連、WEF、および政府のホワイトペーパーで公開文書化されている。捕捉は隠されていない。それは単に慈悲深いものとして提示されている。

異議の抑制。 二項フレーミング――「科学を信じるか、否定論者とラベル付けされるか」――は調和主義が実施する正確な分析を予測する。「生態学的劣化は本来的であるが、主流の気候物語は捕捉されている」と述べる者は、二項対立に配置されることができない。したがって、フレーミングが、生態学的懸念を肯定しながら、それを中心に構築された制度的装置を拒否する立場を許可しないため、デフォルトで「否定論者」カテゴリーに強制される。この誤配置の社会的コストは意図的に高い――専門的排斥、資金引き出し、プラットフォーム削除――これは二項対立が、プライベートに偽りを知覚する者の間でも保持されることを保証する。

技術のロック・イン。 政府と超国家機関によって宣伝されている「緑の移行」は、中央集権化されたインフラへの依存を増加させる技術への投資をチャネルする。電気自動車は、ユーティリティ企業によって制御されているチャージング・ネットワークを必要とする。ヒートポンプは、その価格設定および可用性が規制機関によって設定されるグリッド電気を必要とする。スマートメーターは、家庭用エネルギー消費の実時間監視および遠隔制御を可能にする。太陽光パネル――バッテリー貯蔵および地域インバーターと組み合わせた場合、家庭の主権のために本来的に有用である――は、同じ中央集権化されたインフラを通してエネルギーをルーティングするグリッド接続構成で最も頻繁に展開され、家庭はユーティリティの条件の下での生産者・消費者である。パターンは物質がすべての領域にわたって文書化するものを複製する：所有権を依存性に変換、主権を購読に変換。

認められていない変数としての気象改変。 主流気候議論からほぼ完全に不在である次元は、運用中の気象改変技術の存在である。雲の種付けは1940年代から政府によって実践されてきた；アラブ首長国連邦の国家雨強化プログラム、中国の気象改変プログラム（世界で最大、数万人の職員を雇用）、および大気研究の長い歴史は、機密秘密ではなく、公開文書化されたプログラムである。主流の物語が支える余裕がない質問は単純である：政府が地域規模で気象パターンを改変する技術を所有し、積極的に展開している場合、「気候変動」に起因する観察可能な気象変化のどの程度は、実際には意図的な介入の下流効果であるのか？これは、すべての気候変動が人工的であるという主張ではない。これは、存在することが知られており、運用中であることが知られ、システム的に上記の政策建築を正当化するために使用されるモデルから除外されている変数の観察である。除外は偶然ではない。物語を複雑にする変数は、それに基づいて構築される政策装置を脅かす変数である。

原因からの気晴らし。 物語は消費者行動への注意を向ける（より少なく運転する、より少なく肉を食べる、より少なく飛行する、あなたの炭素足跡を減らす――BPの広告代理店によって発明された用語）一方で、生態学的損害の圧倒的多数の産業およびおよび軍事源は意味のある制約なしに継続する。個人は、同じ個人的責任を促すキャンペーンに資金を提供する同じ俳優によって構造的に生成される問題に対して責任があると感じさせられる。「個人炭素足跡」修辞学の機能は、罪悪感を下向きに再配分しながら、生態学的劣化の制度的源泉を責任から保護することである。



調和の道

調和主義が構想する生態学的道は、主流の物語からではなく、その本体論に従う。これは炭素メトリクスで始まらない。これは畏敬から始まる――自然の輪の中心――そして、生きた地球に対する人間性の関係の七つの柱を通して構築される。

グローバル規制を超える地域の管理。 調和の建築は、それ自身のダルマ論理に従って、生態系を七つの文明的柱の一つとして配置する。生態学的健康は、遠く離れた規制機関によって設定されたモデルに基づく目標ではなく、大地、水、土壌、およびエコシステムとの地域的関係を通して達成される。自分の土壌を知る農家、その流域を管理するコミュニティ、その森を維持するバイオリージョン――これらが生態学的健康のエージェントである。中央集権化された規制は、最良では鈍い道具である；最悪の場合、捕捉メカニズムである。子補性は生態学に、統治に同じくらい力をもって適用される：大地に最も近い人々は、それを管理するのに最適に配置されている。

パーマカルチャーと再生農業。 自然の輪の最初の柱――パーマカルチャー、庭園、および木――実践的基礎の名前。パーマカルチャーは代替農業技術ではない。これは応用本体論である：自然システムと調和した人間住居の設計で、生態系自体が回復力および生産性を維持するために使用するパターンでモデル化される。再生農業――表土を構築し、炭素を隔離し、生物多様性を復元し、石油化学肥料輸入なしに栄養密度の高い食料を生産する――は主流の物語によって最も抑制される生態学的実践である。なぜなら、それは生産能力をローカル・コミュニティに配布し、産業食品システムへの依存を減少させるからである。

エネルギー主権。 あなたの屋根の太陽光パネル、バッテリー貯蔵および地域インバーターと組み合わせ――グリッド接続ではなく、ユーティリティによる測定ではなく――本来的なエネルギー主権を構成する。小規模な風力。地理が許可する場合、マイクロ水力。新しいエーカーからの原則：エネルギー生産の手段を所有するか、手段があなたを所有するかのいずれかである。制度的俳優によって宣伝されている「緑の移行」は、化石燃料依存性をグリッド電気依存性で置き換える――これは主権への移行ではなく、捕捉の一つの形態から別の形態への移行である。

先住民および伝統的生態学的知識。 アンデス、中国、およびインドの地図学はすべて、産業生態学に千年先んじた洗練された人間・自然関係の理解を含む。これらは環境政策文書の周辺に引用される「代替パースペクティブ」ではない。これらは正確な本体論の応用である――自然を生きており、知的であり、神聖なものとして知覚する――そして地域管理、水管理、季節的リズム、およびエコシステム関係に関するそれらの実践的ガイダンスは、超国家機関によって生成された政策文書よりも本来的な生態学的健康と一致している。

炭素を超える水。 大気CO₂への執着は、より影響力のある生態学的変数である可能性がある：水循環を不明瞭にする。森林破壊、湿地排水、土壌圧縮、および川の水路化は、大気組成変化よりも気候、農業、およびエコシステム機能にはるかに直接的に影響する規模で地域水循環を中断した。水循環の復元――再森林化、湿地復元、土壌再生、および産業規模の水採掘の中止を通して――利用可能な最も単一の影響力のある生態学的介入である可能性がある。これは主流の物語からほぼ不在である。なぜなら、それは炭素市場を通して規制されることができないからである。



危機の収束

気候議論は孤立した領域ではない。これは認識論的危機に記録された、より大きな情報戦における一つのノードである。健康、教育、経済、および文化における知覚を管理するエリート集中の同じものが、生態学における知覚を管理する――本来の懸念を中央集権化された支配のための梃子として使用し、社会的圧力および制度的ゲートキーピングを通して異議を抑制し、依存性ではなく主権を増加させる技術および政策に対する解決策をチャネルする。

この収束を見ることは虚世主義ではない。これは構造的分析である――調和主義があらゆる領域に適用する同じ診断的レンズ。パターンは一貫している：本来の問題を特定し、それを中心に物語を捕捉し、権力を集中化する解決策を提案し、集中化に異議を唱える者を病理学的とする。気候は一つの事例である。健康は別の事例である。教育は別の事例である。認識論的危機は、すべての基礎となる――なぜなら、真実を認定する装置が捕捉されている場合、知識のあらゆる領域が同じ動力学のための可能性のあるベクトルになるからだ。

解決策は、あらゆる領域のように、主権である。認識論的主権――制度的認定に従うことなく、自らのメリットに基づいて生態学的主張を評価する能力。物質的主権――自分自身の大地を管理し、自分自身の食料を生産し、自分自身のエネルギーを生成する能力。政治的主権――超国家規制機関への服従なしに、バイオリージョンの生態学的関係をローカルに統制する能力。そして、本体論的主権――自然をあるがままに見る能力：生きており、神聖であり、畏敬およびAyniに値しており、管理ではなく関係を必要とする。

地球は、技術者によって管理されるグローバル炭素予算を必要としない。それは、その生きた現実を知覚し、それに応じて関係する主権的人間存在のコミュニティを必要とする――地面から上向きに、大地に根付いて、産業機械がそれの仕事を始める前に千年の間、それと調和して生活した伝統の蓄積された生態学的智慧によって導かれて。



参照：生態系と回復力、自然の輪、認識論的危機、新しいエーカー、物質、ガバナンス、調和の建築、グローバリスト・エリート、金融建築、グローバル経済秩序、Ayni、ダルマ、Logos、応用調和主義
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